
コ□ナ自然通気形開放式石油ストーブ 


取扱説明書 

RX - 29 W 



このたびは、コ□ナ5油ス I -ーブをお買いあげ 
いただき、まことにありがとラございました。 
正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後もお使いになるちがい 
つでち見られる所に「保証書」と巧に大切に保 
管しでください。 


燃料は必す良質のな油 
使用しでください。 


け i 打油）を 


A 危険 

KEROSENE ONLY 


ガソリン使用禁止 
使用燃料：巧油 


A 警告 

© 

換気必要 

1 時間 に1〜2回 

话ると寒酒巧] 

虛油時消火」 

A 注意 

変 M した持ち越しの油 
使用腹禁 




D 特にを意しでいただ香たいこと 

(安全のために必すお守りください) 一 1〜3 

* 口油の爲棄についで-3 

且使用する場所-3 

且各部のなまえ-4 


•外観図- 
•構造図 

□ 使用前の準備 




>開こんと部品の t ット 
►燃料--- 


4 
— 4 
5〜6 
——5 
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•給油 - 

•点乂前の準備と確認 

且使用ちま - 






>点义"一 
>炎の調節 


6 

——6 
7〜9 




参消、い-— ___ 

回が震 g 動消乂装置 - 

□ その他の装置 - 

回曰常の点検-手入れ - 

回定期点検 - 

阳故障-異常の見分けちと処置ちま 


田部品交換のしかた - 

旧保管（長期間使用しない場合） 
JU ijLT 5^ - 

旧 アフターサービス - 


——8 
8〜9 
——9 

——9 

10〜11 
——12 
——12 
——13 
——13 

_14 
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乾電池別売 


乾逗池は付厲されていません。 

乾堪池(単一形）2個をお質いホめください。 



なぶをな31131 • 















































































田 特にを意していただをたいこと度きのためにおず約りくださし、) 


この取扱説明塞および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の•人々への危害やお産へ 
の損害を末然に防止するために、‘いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意味は次のよラになってし Y •ます。巧容 
をよく理解しでから本文をお読みください。 


A を険 


この表示を無視しで、‘誤った取り扱い 
をすると、人ろぐ死 t 、 重傷を負ラ危険 
または乂がの危候び達し迫っでをじる 
ことび想定されるの容を示しでいます。 


A 警告 


この表示を無視しで、誤った取り扱い 
をすると、人か‘死亡、重傷を負ラ巧能 
性または乂災の可能性び想定されるの 
客を示しでいます。 


A ま意 


この表示を無視しで、誤った取り扱い 
をすると、人か’傷害を負ラ可能性や物 
の損害の発生び想定されるの容を示し 
でいます。 


A 

(§) 

〇 


給表示の例 

么紀号はミ主巧を促す巧容があることを告げるものです。 
國の巧に冥体のなミ主《巧容 （ を図の巧含は一般のなを 
お）び描かれでいます。 

( S ) 記育は禁让の巧為であることを告げるちのです。 

図の中や近傍に冥がのな禁比巧容 （ を图の踢含は巧ソ 
リン禁比 ） が描かれでいまず。 

〇お号は巧為を指示する内容を尝げるちのです。 

图の中に冥体のな指示の容（を図のおさは一般的な巧 
為の指示）が猫かれでいます。 


么を険 (DANGER) 


ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶巧に使用しないでくださし、。 
乂災の原因になります。 




A 警告 (WARNING) 


カーテン、可燃物近接厳禁 


カーテンや燃えやすいちののそ 
ばなどでは使用しないでください。 
火災の原因になります。 



@ 


換気必要 

換気せすに使用しつづけないで 
ください。酸素が不足すると、 

不完全燃焼し、一酸化炭素など 
び発をしで巧毒になるおそれび 
あります。 

使用中は必す1時間に1〜2回 
(1 〜2分）換気しで、新鮮な空 
気を铺給しでください。 

窓の凍結、地下室など換気び十分におこなえない場戸斤 
では、使巧しないでください。 


寺^^ 


給油時消乂 

給莊は、必す消乂しでからおこ 
なつでください。 

乂災の原因になります。 

こぼれたな油は、よくふきとつ 
でくださし、。 



寝るとを消乂 


必 


寝るとさやが出するときは、 

す消乂しでください。 

また、人目の届かないところでは、 

使用しないでください。 

不完全燃焼や異常燃焼-乂災の 
おそれがあります。 

消火の際は、必すしん調節つまみび消乂位置にもどり、 
乂が消えたことを確かめでください。 



ミ由ちれ危険 

給ミ由□□金は確実に締めでくだ 
さい。給油□□をを下にしで、 

油ちれびないことを確かめでく 
ださい。□をを斜めに締めたり 
すると、簡単に□金びはすれで、乂災の原因になります。 



巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しない 
でください。 

巧類び落下しで火びつき、乂災 
の原因(こなります。 




0 


0 


やかんのせ禁止 

やかんやなべなどをのせない 
でください。 

振動や接触によつでやかんや 
なべなどの熱湯びこぼれ、や 
けどのおそれが'あります。また、なべの煮こぼれによ 
つでストーブ巧部の部品び漬傷するおそれびあります。 






























































么警告 (WARNING) 


スプレー 吿厳禁 


スプレー生や力た ッ トこんろ用ボ 
ンべなどをストーブの上や前に放 
置しないでください。 

熱で生の任力び上がり、爆発し、 
危暖です。 


0 



可燃性ガス使用厳禁 

ストーブを使用しでいる部屋で、 
可燃性ガスが発生するちの（ベン 
ジン、シンナー、乃ソリン）、ス 
ブレーを使用しないでください。 
火災や故障の原因になります。 



么注意 (CAUTION) 


燃焼中移動禁止 

乂のついたまま持ち運ばないでく 
ださい。 

やけどのおそれが'あります。 

また、斬倒すると火災になるおそ 
れびあります。 



純正部品の使用 

しんなどの部品は、必す純正部品（指定され 
た部品）を使用しでください。 

ず想しない事故び発をするおそれびあります。 



異常時使用禁止 

におい、すすの発生、おの色など 
異常燃焼を起こしたと含は使用し 
ないでください。 

緊急の揚含でちあわですにしんを 
下げで消火しでください。 

(缺8 • 9ページ） 



居室内給油禁止 

給油は、必す火の気のないところでおこな 
つでください。火災のおそれが'あります。 


0 


掃除機の排気にま意 

燃焼中に掃除機の排気などをあ 
でないでください。 

風びあたるとホ乂び出たり、異 
常燃焼の原因になり危険です。 



分解修理•改造の禁止 

故障、破續したら、使巧しないでください， 
不完全な修理や改造は危険です。 

お買い求めの販売店に修理を依頼しでください 




可燃物との距離を離ず 

燃えやすいちのや障 
害物とは、必す図に 
示す距雛をとつで設 
置しでください。 50 cm なと 

乂災のおそれびあり 
ま 9。 J 00 cm 似 上 


ク100 cm 凶上 






50 cm が上 


ほこりの除去 

ほこりを、とさどき除ましでください。 

ごみ、ほこりなどびつまると、異常燃焼のお 
それがあります。 



変質'灯油禁止 

変質な油 （ 持ち越したな油など)、不練な油（な 
油似外の油•水*ごみび混入したな油など） 


0 


を使用しないでください。 

異常燃焼やしんび下がらなくなるおそれがあります。 



高温部接触禁止 


燃焼中や消乂直後は、高温部(國の 
アミ部分）に手などふれないでくだ 
さい。 

やけどのおそれびあります。 

ルさいおろ様やからだの不自巧な 
ちのいるご家庭では、特にを意しでください。 


0 


次の場所では使用しない 

乂災やず想しない事故の原因になります。 

•水平でない場所、不安定な場所 
♦風のあたる場所、部屋の出入□や屋外 
•ほこりや湿気の多い場戸斤 
• 不安定な物をのせた棚などの下 
• 巧燃性ガスの発をする場所またはたまる場戸斤 
•温室、飼育室など人のいない場戸斤 
♦理•美容室、クリーニング店などスプレーや化等 
薬品を使ラ場所 


• マントルピースなどストーブか'囲われる揚戸斤 
♦直射曰化のあたる場戸斤 










































么注意 (CAUTION) 


正常燃焼の確認 

正常に燃焼しでいることを確認 
しでください。 

しんが上びりすぎたり、燃焼筒 
びすれでいたりすると異常燃焼 
し危隊です。 


議 



燃焼筒のガラスび割れたままの使用禁止 


燃焼筒のガラスが欠けたり、割れで破 
損したままのが態では、絶がに使用し 
ないでください。 

異常燃焼したり、すすび発をするおそれびあり 
ます。 


Q 


保管時にしていただくこと 


〇 


長期間使用しないときまたは保管すると 
きは、必す知油を抜いで、乾電池を取り 
はすしでください。 

傾けたり、横倒しのが態では保管しないでください。 
乂災のおそれがあります。 


曰常のお手入れ時のま意 

曰常の点検-手入れは必すおこな 
つでください。 

点検-手入れは、ストーブび冷え 
でからおこなつでくださし、。 

(啄10 • 11ぺージ） 

やけどのおそれが'あります。 


〇 



運搬ずるとき 

〇 

ストーブを運搬する場含は、給滿タンク. 
固定タンク内のな油をおいでください。 
運搬の途中でな油びこぼれで周固をちす 
おそれびあります。 


廃棄ずるとを 

〇 

ストーブを廃棄処分するときは、必す給 
油タンク-固定タンク巧のな巧を給油ポ 

ンブなどで抜き取っでください。（〔為11ページ） 

な油や乾電池が'入ったまま廃棄するとリサイクルの際 

に思わめ事故になるおそれ力 《 あります。 



ふく射熱に長時間あた5ない 

ストーブに直接長時間あたらないでください。低温やけどや脱水症がになるおそれか*あります。 
おろ様、お年寄り、病気のち、皮ふの弱いちなどびお使いになる場含は、ストーブの取り扱い、 
部屋の換気、やけど、低温やけどや脱水症がなどについで周固の人か*十分ま意しでください。 


Q 


お願い (NOTICE) 


'打油の廃棄 

な油の廃棄嫂分は、な油をお買い求めになった販売店にごす目談ください。 


回 ほ用ずる場所 













































因! 各部のなまえ 


か観図") ‘ 

天板- 

ガード- 

燃焼筒- 

覆板- 

点乂ボタン—— 

しん調節つまみ 

置台- 



タンク室ふた 


反射板 
とつで 


キャビネット 


スピード消乂ボタン 
-給油サイン 


前板 


0青造 Bp 

案の筒リング 




しん巧え 
しん—— 


フック 


オイルピン 


しん桌巧筒- 

しん案内筒パッキン 


点乂ヒータ 
~点乂装置 


給油サインを具 


ふりこ 


巧震白動消乂装置 


電池ケース 


固定タンク 


油受けざら 



燃焼筒 


ーガラス外筒 

一外筒ベース 
燃焼筒つまみ 



X 単一お乾電池(別売)2個を使用します。 




























































































田 使用前の準備 


開こんと部品のセット 


4 

1•包装箱からス I -ーブを出ず 2•燃焼筒をたットする3•乾電池(お一形2個）をたットずる 


•包装箱からストーブを取り出しでください。 
•ガードをとめでいるテープをはすしで、力’ 
ードを開いでください。 

•燃焼筒巻きをはすしでください。 

•タンク室ふたを開いで、タンク巧えをはす 
しで < ださい。 

♦忌装巧、タンク}申え、燃焼®巻さはストーブの 
保皆に必要です。 

また、取扱悦明窗ちちれすに保皆しでください。 


•燃焼筒を它ット•したら、 
ガードをちとどおりに取 
0がけで < ださい。 

•燃焼筒つまみをちちに動 
かしで、しん案の筒に正 
しくすわつでいることを 
確認しでください。 



•敌電ミ也は別売です。 

•同じ種類の新しい単一お乾電池を2個用意し 
で < ださい。 

種類の異なる乾電池、または新しい乾單ミ怯と 
古い散電池を組み合わせで使用しますと、液 
ちれや破裂のおそれびあります。 

•シーズン始めにすベで新しい乾擊池に交換し 
でください。消耗した乾電池を使巧すると、 
点乂しにくい傷含か'あります。 

•後側にある電迦クースに、熬輩池を電池ケー 
スの絵のち巧に含わせで正しくた、シトしでく 



峡—面 _ 

燃料は必ずな油 ( J に1看な油)を使用しでください。 

ガソリンなどの揮発性の高い油は絶巧に使用しないでください。乂災の原因になります。 


I /!、运陵 


• IA ま意 I 変質な油、不純な油などは總巧に使用しないでください。 

• 添加剤や助燃剤などは使用しないでください。 

• な油は必す乂気-雨水’ごみ.高溫および直射曰光をさけた揚巧に保營しでください。 


な油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふきかけ 
ます。 

(火の気のない巧でおこなつでくださし、。) 



灯油は 
めれたまま 



ガソリンは 
ずぐ乾く 


変質'灯油•不純な油とは • 


昨シーズンよ 
り持ち越しの 
の油 


0 

獲)® 


長期間曰化に 
あたる巧や湿 
度の高い所に 
保管した'灯油 



容器のぶたが 
剛ブであったり、 
乱白色のポリ 
容器で保管し 
たな油 


cm) 


0 

SP 


か*ごみや巧 
油总がの油び 
ほんのねすか 
でち混入した 
な油 



•極度に変質したち 
のは、黄色がびか 
つたり、すつばい 
(こおいびします。 

•必すな油箱のポリ 
タンクをお使いく 
ださい。 

•な油はシーズン中 
に使いきりましよラ。 


■を質なミ宙や不純な油を使用すると、機器の故障の原因になります。 


F 


かたい 


(因 1) 


.第1糸 


卜かたい 
第2糸 

(図 2) 



♦油の糧度にちよりますが、1曰〜 

30日のご使用で、しんの先端(图 1) 

または第1糸と第2ホの間(图 2) 

にカーボンやタールがなおし、そ 
の部分びかたくなると同時に巧く 
なっで、スピード消乂ボタンを押 
したり、巧巧自動消乂装狸び作動 
しでも、しんが下びらす消乂しないことびあります。 

♦点乂しなかったり、点乂に時おびかかったりします。 

♦ホ熱ムラび出たり、燃焼銜び暗くなり、激しいにおいびしたり、巽常燃焼 
したりします。 

•給油タンクにな油び残っでいでち乂力びかさくなったり、しんが下がらな 
くなったりします。 

• 点乂しでから完全燃焼まで時間びかかります。 

♦給油タンクや固定タンクび腐食する原因になります。 


► 


■万一変質な油や不純な油を 

使用したときは… 

♦給油-国定タンクののな油を巧き、き 
れいな灯油で2〜3回洗つでから使用 
しでください。 

(悪い油び残つでいると再発します。） 
(缺11ページ） 

♦ しんの寺入れをしでください。 

(斬11ページ） 

♦ しんのま入れをしでち効果のないとき 
はしんを交換しでください。 

しんの交換はお鼓い求めの販売店または、 
コ□ナお客樣ごホ目勝お□にご運絡くだ 
さい。 




巧質な'ぶの処理でお困りの崩さは、な巧をお費い巧めの販売店にご相談ください。 







































































4. 使用前の準備 


iM":— 


么警告! 給ミ巧は必ず消乂しでから乂の気のないところでおこなって <ださし、1 


給油の手順と注意 


タンク室ふた 
給ミおタンク] 



1•給油タンクを取り出し、給油□□ををはずす 

参タンク室ふたを開いで給油タンクを巧り出し、給'油□□金ををにまわし 
で取りはすしでください。 

給ミを□□を 





•燃焼巧に給ミをタンクを持ち上げますと、安をのため 
に給巧時白取)消义装趣びはたらいで、自動のに消乂 
します。 ' 

•給油□□をの巧の部がにゴ S などびはさまっている 
おさは巧り除いでください。 

ミ宙ちれの原因になります。 



(斬面） 



コに 


n 




0 


給油□□を 



2•給巧する 

•巿販の給油ポンプなどを使用しで、油屋計を見なびら給油しでください。 
•ミを曇計の半分くらいまで黒色に変わったら、給油をやめでください。 

3•給巧□□をを締める 


A 磬告]給油□□をは、確実に締めでください。 


給》□□をを下にしで、油ちれびないことを確かめでから、給油タンクを夕 
ンク室に正しくたットしでください。 

» |么警告 1 給ミを□□をを斜めに締めたりすると、巧単に給油□□を 
がはすれで、义災の原因になります。 

>こぽれたな巧はよくふきとつでください。 


■給油ずるときのめやず（給油サインで確認してください。） 

•ご使用中、給油タンク巧の0油が少なくなると 
r 給油 サイン J で給油の予告をします。 
r 給油 サイン J に ピンク 色び出できたら、「給油 
の手順とま意」にしたびって給油しでください。 

約1〜2時間で給油タンクののな巧びなくなり 
ます。 


[灯油びぞいとま] 

■P 

キャビネットと同色 


[な'ぶびかないとさ] 



ピンク色 ピンク色 

キヤビネツトと同色 


点义前の準備と確認 


が平な場所に設置 




〇 X 


•ス I ^ーブは、か平で安定の 
よい床の上に設屢しでくだ 
さい。 

• 傾斜した巧巧や振取)の激しい 
谢戶斤で使用すると、興巧燃焼 
や巧®自胁消乂裝》のお作取） 
の原因になりまず。 


給油時自動消义装置 
のをット 


給姐タンク 

白動のに 
かジト 


•給油タンクをじットする 
と自動のにたツトされます。 


» 給油タンクび確実に入って 
いないと、たツトされません。 



燃焼筒のすわりお飄 



•燃焼筒のつまみを持つ 
でをちじ2〜3回動か 
しで、しん案の筒に正 
しくすわつでいるかを 
確かめでください。 


が霞自動消义装置のたット 



• しん調節つまみをち （ 点乂位置） 
ち向にゆっくりとまるまでまわす 
ことにより自動のにたットされます。 

♦ しん蝴節つまみをまわすとき f カチカ 
チ J と音びしで®いのは、巧巧自動消 
义装坦び自動的にじットされでいる 
ためです。 

♦一度むットされまずと、しん奶節は提 
く、音ちなくなります。 















































































































回 使用方法 




■電池点乂のしかた 
1•しん調節つまみをまわし、点义ボタンを巧す 

• しん調節つまみをち （ 点乂位置）ち向にゆっくりとまるまでま 
，わし、しんをいっぱいに上げでください。 

(しん調節つまみの突起び真上「点乂位置」になります。） 
参点乂ボタンを静かにとまるまで巧しでください。 



•点乂ヒータな近から白煙が上がるだけで点乂しない場含は、 
点乂ボタンを少し戻すと点乂します。 

(逆に強く押しつけると点乂しにくくなります。） 

•点乂したことを確認した後ち点乂操作をそのまま続けでい 
たり、燃焼中に点乂操作をおこなラと点乂ヒータのフィラ 
メントが觀線したり、破損の原因になります。 


•点乂を確認しでから、静かに指をはなし点乂ボタンび禮実(こ 
もとの位置に戻つでいることを確かめでください。 

•点乂ボタンび戻つでいないと麓乂部の点乂窓が開いたまま 
となり、すすび出る原因になります。 

•点乂操作時は点乂用窓、と点乂ボタンの間に指をはさまれな 
いよラにミ主愚しでください。 




2•燃焼筒のすわ0巧誠 

参燃焼筒のつまみを持っで、をちに2〜3◎動かしで、しん案 
巧筒に正しくすわっでいるかを確かめでください。 

• IA ミ主意 1 燃焼筒が正しくすわっていないと、お巧から巧 
乂ですすけで異常燃焼します。正しくすえ巧けでください。 
• I I 燃焼简のつまみをちちに動かずときは、巧ード 

や巧板び高溫になつでいますので、ふれないよラにま意 
しで < ださい。 



■マッチ点乂のしかた（点义ヒータが使えないとき） 

1.ガードを開いでください。 

2 . しん調節つまみをち（点乂位這）方向にゆっくりとまるまでまわし、 

しんをいっぱいに上げでください。 

3 . 燃焼筒つまみを図のよラに持ち上げでマツチで点乂しでください。 

4 .燃焼筒をしん案の筒の上に静かに戻しでください。 

5 .燃焼筒つまみを持つで左ちに2〜3回動かし、燃焼筒のすわりを確かめでください。 
6.ガードを閱めでください。 



参マツチの燃えかすをしんなおや 西 台の上に湿かないでください。樹脂部分び焼揭したり、乂災 
のむ^ の原因になります。 


•のめでご使用になるときや、しんのを入れ、しんの交換、から焼きなどをしたときは、給油後20分が上放湿しで、しんに十分 
な油びしみこむまでおまちください。しんに十分の油がしみこまないラちに点乂すると、吸い上げ不をのため燃焼銜の巧熟不足 
び続くことがあります。このときは、しりたん消乂し、20分が上が强後点乂しでください。 

•巧めでご使用になるとき、点乂後しばらく多少のにおいがしますが、これはストーブにが淸しでいる油などび焼けるときのちの 
-で異常ではありません。_ _ 











































5. 使用方法 


炎の調節（乂力調節） 



炎の調節はしん調節つまみでおこないまず。 

参炎や/巧熱のが態を見なびらしんの下げずぎやしんの上げすぎのが態に 
ならないよラに調節し、操作部の「調節範画」巧でご使巧ください。 


しん網節つまみ 

しん 

炎 1 

ち（点乂位置）ち向にまわす 

上がる 

がびる 

L 左（消乂位置）方向にまわす 

下びる 

ルさくなる J 


な邸 



〇正しいがのが態 


【下限】 

燃焼簡び十分 
巧熱しでいる 


巧している Itgi 
ホ熱部ぉ 


让制 

仁7|| 燃焼筒上の 

■■1 炎の伸びび 


X しんの上げすぎ 


燃焼筒上にお 
び3 cm が上イ申 
びでいる 



•点义後15〜20がたっで、部分的な炎のがびや、燃焼廚の/赤熱ムラがでるときは、燃焼簡つまみを持ってをちに輕く 2〜 
3回取)かしでください。それでを炎び伸びできたら、しん渦節つまみを左(ニオイカット消乂位避)方向へまわしで 正しい 
がのが® に厕節しでご使巧ください。 

•点乂をそのまま放っでおくと しんの上げずぎの ように炎び傅びで、すすや一酸化炭おび発をすることびあります。 

また、 しんの下げずぎ のよラに燃焼简の/巧熱が不足しでいるが態で燃焼しますと、燃焼音(ポッポッ)やにおい.一驗化炭 
巧び発をするばかりでなく、しんにカーボンびイすおし、しん脚節も靈くなります。このよラなときはしんの享入れをしで 
ください。 （ C ^ 11ページ） 

•しんを下げたが艘から急激(こしん獅節つまみを ち (点乂位超)方向へまわずと、一時のにおびがびでにおいや黑煙ぴ でるこ 
とびあります。しん網節つまみをち(点乂位强)ち向へまわすときは、おを見なびらゆっくり操作しでください。 

•燃焼中は、点乂ポタンに触れないでください。点乂ポタンを沖すとおが上びります。また押しすぎますと、点乂ヒータの 
フィラメントび変おしたり ffi 線したりすることか‘あります。 

•換気扇•超音液如湿器などを使用すると、おびピンク色になることがありますが、巽常ではありません。 


iiBV 


■通常消乂のしかた 



1•しん調節つまみを左(ニオイカット消义位置)方向 
にまわす 


•しん調節つまみをを（ニオイカット消乂位置）ち向にゆっくり 
と、軽くとまるまでまわして、消乂しでください。 

( しん調節つまみの突起か>「ニオイカット消乂位置」になります。） 

•ストーブを}年したりしで消乂しないでください。 

♦1 〜3分程度で消乂します。 

参しん狮節つまみを草くまねしたときや、小乂力で使箱しでからの消 
乂は、炎び一瞬がびることびありますので、巧ががびないよラゆっ 
くりまねしで消乂しでください。 

2•消义のお認をする 

参必す消乂の糖認をしでください。 






























































5. 使用方法 


■スピード消义のしかた(緊急時の消乂方法） 

しん調節つまみで消义することのできない緊急時にだけ使巧しでください。 

1•スピード消义ボタンを巧す 

•巧震自動消乂装霞び作動し、しんび下びります。 

(しん調節つまみの突起が「スピード消乂位置」に戻ります。） 

参しん網節つまみの突起び「スピード消乂位遥 J に戻らないときは、 
戻るまでスピード消乂ボタンを巧しながら、しん銅節つまみを在 
方向へまねしさつで消乂しでください。 

•通常消乂にくらぺで、消乂時のにおいび強くなります。 

•変蹟0油などでしんの上部に、夕ールなどびさくが猜しでいると、 
スピード消乂ポタンを巧しでもしんび完まに下びりきらない（し 
ん網節つまみの突起び「スピード消乂位班」に戾らない)で消乂し 
ないことびあります。 

このよラなときはしんの手入れをしでください。 (13" 11ぺージ） 

2•消义のお認をする 

参必す消义の確認をしでください。 


消乂しない（しん 調節つ まみの突起が「消乂 位置」 に房らない)ときは… 


しん調節つまみをまわしてち、スピード消乂ボタンを巧しでも、しんび下がらす消乂しないとさは給油タンク 
を取り出し、乂が消えるまで燃焼させでください。 

このよラなときは、お買い求めの販売店または、コロナお客様ごす目談窓□にごホ目談ください。 


消乂後再点乂ずるときは ••• 


消乂後すぐに再点乂すると燃焼筒の温度び高くで、点乂しなかったり、においびします。また、点乂 ヒータの 
フイラメントび®線する揚台びあります。燃焼筒が冷えるまで、6〜7分位待ってから点乂しでください。 


口巧震自動消义装置 

強い地震や振動、衝擊を受けたときは巧震自動消乂装置び作動しで自動自勺に消乂します。 

しん調節つまみをち(点乂位置)ち向にゆつくりとまるまでまわすことにより自動的に t ツトされます。 

(厮6ページ） 

•巧渡自動消乂装适は、 J にに定められた100〜200ガルの振動により作動するように調整しであります。 

したびつでご使用中における弱い曰常のな振動、傾斜では作動しません。 

•変質な油などでしんの上部にタールなどび多くな疆しでいると、巧巧自動消乂装歷び作動しでもしんび完をに下び 
りきらないで消乂しないことがあります。このよラなときはしんの手入れをしでください。0^11ページ） 

•地渡によつで作動した場含は、周画の巧燃物、ストーブの損傷、な油のあふれなど異常びないことを確認したあと、 
再点乂しでください。 


因 その他の装置（給油時自動消义装置) 

燃焼中に、給油タンクを持ち上げると、自動的(こ消乂します。 

給油タンクをたツトすると自動的にたットされます。 


•給ミをタンクが確実に入つでいないと、たツトされす、点乂できません。 






















しん案巧筒 


点乂ヒータ 


• たいらの部分に燃えかすなどびたまつで 
いないか。 

f 燃えかすなどびたまると燃焼简のすわ'! 
りを悪くしで、燃焼を陷害することが 
あります。 


♦点乂ヒータの位題（しんとの間隔）は正 
しいか。 

フィラメントび、しんに巧しでちよう 
ど良い位慶にないと点乂しにくくなり 
ます。 


•燃焼簡をはすし、©ドライバー 
の先で燃えかすなどを取り陈く。 

• しんの巧餅をしんお巧®のた 
いらのが分にさねせ、燃えか 
すびみそに巧ちないよラに•ま 
R しで < ださい。 


©ドライ 


>フィラメントの変形、敞線はないか。 


♦しんの出び 8.5 mm のときに 
扁乂ヒータの位題がちょラ 
ど良いところになります。 

♦ ffi ■の脚巧はお K いぶめ 
の販巧店に依巧してくだ 
さい。 



卜2圆 


•変おは7ツチ棒などでまつす 
ぐになおす。 

♦変おびなおらないちのや、断 
線したちのは取り替える。 
(原13ページ） 


フィラメントくフィラメントのお〉 

〇 
X 


ノク 

励 



しんの点乂部 


♦燃えかすなどび落ちでいないか。 

♦ほつれでいないか。 

点乂操作をしでフイラメントびしんの 
ほつれに魄れると巧熱び悪くなり点乂 
しにくくなります。 


•燃えかすなどを取り除く。 
♦ほつれをのる。 


燃えかす 




I 


F =/ 




ほつれ 


動異ち j 

•乾電池を抜いで、しんを上げ、歷台の左 
側を前後に強く動かしたとき、巧瘦自動 
消乂装适が作動しで、しんぴ最後まで糖 
実 I こ下びるか。 


恐巧部、作動部を点検する。 

'燃焼簡と給油タンクを取り出し、しん綱節つまみを巧いたあと0 
キヤビネット下部(左ちとを面)の止めねじ4本と前板中央の 
止めねじ1本をはすし、キャビネットを前方に約 45" 傾け、 
操作部び引つかからないよラまなしで持ち上げではすしでく 
ださい。 


巧®白動消乂装霞 

点檢時は必す巧巧鄉 
をないでください。 


巧部(ふりこ、ベース）| 


>ごみ、禁物、ほこりなどが巧趕しでいな 
いか。 


•やわらかい巧で、ごみ、異物、 
ほこりなどをきれいにふきとる。 

キヤビネットのはすしかたは、 
上記作動具さの処題方る参照。 


賢甲聲《ふりこ 



ベース 


而動部(しん ) j 

しんの上下はスムーズか。 
♦タールの巧證はないか。 


>しんのを入れをする。 （13^ 11ぺージ） 

►効栗のない場含は、しんを交換する。 

(お貿いずめの販売店または、お近くのコ□ナお客様ご袍談お □ 
にごホ目談ください。） 


しん案の廚パッキン 


•のびたり、 のれたり、傷んでひびび入つ 
でいないか。 


♦パツキンに、のび、佩れ、ひびなどが入つでいた塌ミは交換する。 
(お質い求めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ごホ目談窓 □ 
にごホ目験ください。） 


0 曰常の点巧•手入れ 

点樣-手入れは、消义後ストーブが十分冷えでから、おこなってください。 

•巧 爲 自動消乂装證を分解したり、油でふいたりしないでください。 - 

•しんの德準出ブまは 8.5 mm でず。 fc りったり、長く弓 I き出したりしないでください。 

• しん案の筒-給油タンク • 燃焼筒は変おさせないでください。•また燃焼筒を落としで、巧ラスを割ったりしないで 
ください。 


点検箇所 


点検ずる内容 


処置方法 


使 

用 

ご 

と 


置 台 
給ミをタンク 


►油ちれ • 油のたまりや油のにじみびなし、 
か。 


♦油のたまりや、迪のにじみはふきとる。 

• 巧ちれのある用さは、お B [い巧めの販巧店にお理をの巧しでく 
ださい。 


観 


板、沼お、置台など 


M まこりやちれびないか。 


♦ブラシややねらかい巧でふきとる。 

,(ベンジン、シンナー、クレンザーなどでふかないでください。） 


天 


板 


♦化繊などのほこりび焼きついでいないか。 
♦白っぽく変毎しでいないか。 


• しめらせたやわらかい巧にクレンザーをつけでふきとる。 
• しめらせたやわらかい巧でふきとる。 


ス I -ーブの周囲 


>可燃物びないか。 


>周圓を整理•清掃し、可燃物はおり陈く。 


乾電鄉 


•点乂ヒータの巧熱が弱くないか。な乂し 
じくくないか。 


>同じ種類の新しい乾擊池(お一お2個)と交換する。 


月1回 


月2回 


2力巧に1回 


月1回 


しん交換時. 






















































































■油タンク内（給油タンク•固定タンク）の変質灯油や不純な油を取り除くときは. 


処置ち法（乂の気のないところでおこなっでください。） 

1.スピード消乂ボタンをがしで、巧 巧 自動消乂装憑を作動させでください。 

2 .燃焼筒と給油タンクを巧り出し、しん銅節つまみを巧いたあと、キャビ 
' ネット下部（在ちと後面）の止めねじ4本と前板中央の比めねじ1本を 

はすし、キャビネットを前ちに約4ち"傾け、操作部び引っかからないよ 
ラ注愈しで持ち上げではすしでください。 

3 .すイルピンを取り出しで、固定タンクののな油を图のよラにしで巧き取 

り、きれいな'灯油で2〜3回洗っでください。 

4 . 油受けざらの爲にたまっでいるかやごみは必す巧きれでふき取ってくだ 

さい。 

5.オイルピンをちとどおりピンがまっすぐ上を巧くよラに取りがけでくだ 
さい。 

6 .給油タンク巧ちきれいなな油で洗い、良質のな油に交換しでください。 
しんの手入れちあわせでおこなつでください。 （屈-11ページ） 


オイルピン 


給油ポンプ 



しんの点検•手入れ（月1回) 


■変質な油や不純な油などでしんの上部にカーボンやタールが付着し、不具合が生じた 
とき5ページ）は、しんの手入れをしてください。 

しんのま入れをするときは、風のあたらない場所でおこなつでください。風びあたると/ホ乂び出たり、 
異常燃焼の原因になり危険でず。また、しんの手入れ中はにおいがしますので換気をしでください。 

1•空タンクをたツトする 

•給油タンクのな油を巧いで、空タンクをたツトしでくだ 
さい。 

•じツトしないとしんび下びつで、しんのま入れびできません。 


2•点义操作をする 

参しん調節つまみをち(点乂位置)ちち)にゆっくりとまるまで 
まねし、しんをいっぱいに上げたあと点乂ボタンを静か 
に押しで点乂しでください 

•正しい炎のが態で燃焼させでください。（13=* 8ページ） 

3•そのままな油びなくなっで、义力びルさくな 
るまで放置する 

4•义力びルさくなったらしんをいっぱいに上ば、 
消义するまで燃焼させる 

•しんがかたくなっでいるときは、しんの享入れを2〜3回おこなってください。 

•しんの手入れ後のご使用は、しんを一奮下まで下げでから給油タンクをじットし、20がが上待ってしんに十分な油び 
しみこんでから点乂しでください。 

しんに十分なミをびしみこまないラちに点火すると、吸い上げ不をのため燃焼简のホ熱不足び続くことびあります。 

■巧のようなときは新ししんんと交換してください。 （ 缺13ぺージ） 

•しんの手入れをおこなっでち力ーボンや夕ールびとれす、効果がないとき。 

•しんび水を含んでしまい、しんの上下操作び重くなったとき。 

参しんの上部び消耗しで、ラすくなったり短くなったり、凹凸になっているとき。 

■しんについて 

•このストーブのしんは着乂しやすいよラに点乂部にの欠きびあります。 

• fc り欠き部分の繊維をほつれさせないでください。 

しんのな)夕さ 





8-曰常の点巧 • 手入れ 
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回 定期点巧 


長期間ご使南になりますと、機器の点檢び'必要です。 

2年に1回程度、シーズン終了後などにお買い求めの販売底または、修理資格害〔(お）曰本扫油"燃焼機器 
保守協含 (TEL 03-3499-2928) でおこなう巧術管理講習含修了者 （5 油機器巧術管理±)など）のいる 
店などに点検依頼されることをおすすめします。 


愛情点検 

長年ご fi 

臣用の石油ス1 — ブの点検をぜひ！ 

f • 

の 

こんな症がは 
ありませんか 

•油もれびする。 

参炎び不安定でススや黒煙び出る。 

•器具を強くゆすっても炎び消えない。 
•焦げるよラなにおいや目が'チカチカする。 
隹その他の異篱や故障がある。 


ご使用中止 


故障や事故の防止のため必す 
販売店にご連絡ください。 
点検-修理についでのご費用 
など詳しいことは販売店にご 
ホ目談ください。 



巧障-異常の見分け方と処置方法 


•次の表にちとづいで、お確かめください。 

•処置ち法により処置しでち良くならないときは、お買い求めの販売店にごホ目談ください。 
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処置方法 

参 

照 

ぺ 

1 

ジ 

給油タンクにな油びない 

• 

• 


参 


• 






• 

給油する 

6 

か、巧廣な油、不純の莊び混入しで 
いる 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 


• 

• 

• 

給油タンク、固定タンク巧の油を 
巧き、きれいな灯油で洗い、しん 
ち交換する 

11.13 

しんに十分な油がしみこまないラち 
に点乂した 

• 

• 


• 


• 






• 

給油後はしんを下げで 20 分が上待 
ち、しんに十分の油びしみこんで 
から点乂する 

7 

しんの上げずぎ 



• 

• 

• 








正しい炎のが態になるよラにしん 
を調節する 

8 

しんの下げずぎ 


• 


• 


参 







燃焼銜のすわりびおい 



• 

参 

参 








燃焼簡つまみを左ちに動かしです 
わりをなおす 

7 

長時間閒めのった部屋で使用しでいる 


• 


参 


• 







窓をあけ、部屋の換気をする 

1 

しんにタールが巧 お しでいる 

• 

• 

参 

• 


参 

• 

• 


• 


• 

「しんの手入れ J をする 

11 

点乂ヒータのフィラメントのをお、 

脚線 

• 












変おをなおすか交換する 

10.13 

巧®池び正しく入っていない、消耗 
しでいる 

• 












® ©を正しく入れる 
新しい乾電池と交換する 

5 

燃焼銜の巧お、破婿 













新しい部品と交換する 

13 

風、振動を受けでいる 









• 




風の当たらない場所で使用する 
振動を受けないよラにする 

2 

しん上下傲俯び故曠しでいる 

• 






参 

• 


• 



販売店に依頼しですぐ修理する 

— 

繪油タンクび入っていないまたは、 
確実に入っていない 









参 


• 


給油タンクを確実に入れる 

6 

巧巧白配)消乂装班力巧 5 隅しでいる 









• 




販売店に依頼しですぐ修理する 

ソ 


む>う凱ますび、これ麵》ンクか難タンク〜暦流出す 














































































ヒータ巧ードを 
下にする 

クイラメント 
突起 

③ 押す 
ソクツト 
のみぞ 

④ まねす 



5•リングフタを固定ずる 

• リングフタのつめび案の簡リングの角巧 
に入つでいることを確認しでから、ちと 
どおりに止めねじで固定しでください。化めねじ 



点乂 ヒータの 交換 


1•お逗鄉と燃焼筒を取0出す 

2•リングフタをひらく 

•リンヴフタの止めねじ1本 
をはすしで、リングフタを 
開いでください。 


止めねじ 



U ングフタ 


3•点义ヒータをはずず 

•点乂ヒータ先端び点乂窓に近つ'く 
まで点乂ボタンを巧しでください， 
•魚乂ヒータを寺前に}甲しなびらと 
まるまでちにまねし、点乂ポタン®肖す 
を静かに戻しでください。点乂ヒ 
ータがソク、ゾ トからはすれます。 



国 保管 


おしまいになるときは、曰常の点検•手入れの項を参照し、次の要領で保管しでください。 


長期間使用しないとさ 


1•給油タンク-固定タンク巧のな油を抜き取っでください。 ページ） 

•水、ごみなどを残したまま保管すると、さびや巧あきの原因になったり、しん上下不良の原因になることちあります。 
•な油を抜いたあとは、巧部をよく乾燥させでください。-_ 

2•しんの手入れをしでください。 （塚ページ） 

3•必すお電泡を取りはずしでください。 

4•巧部のごみやほこりを取っでください。 ■ 

•燃焼筒と給油タンクを取り出し、しん調節つまみを抜いたあと、キャビネット下部（左ちと後面）の止めねじ4本と前 
板中央の止めねじ1本をはすし、キャビネットを前ちに約 45" 傾け、操作部び引っかからないよラ';主意しで持ち上げ 
ではすしでください。掃除磯などでごみやほこりを日3り隙いたのち、ちとどおりに組み立ででくださし、。 


5•ストーブのが観を掃おしでください。 （厮10ぺージ） 


6•巧巧有動消义装置を作動させでください。 （爲 M 0 ページ) 


7•包装箱に入れで、 教熙 した場所にが平に保管してください。 

傾けたり、横倒しのがおでは絶巧に保管しないでください。 


A 注意 


•取扱觀明恐は、保化 ffi とな(こ大切に保舊しでください。 

•巧シーズンにお使いになるときは、巧渡自慰)消乂装班の作動を2〜3回くりかえし、しんび最後まで下びることを確かめでください。 


ii 部品交換のしかた 


■部品交換のとをのを意 

不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整び必要な場含には、お買い"巧めの販 
売店または、修理資格者〔(財)曰本5油燃焼機器保守橘ミでおこなラ巧術营理講習舍修了者 （5 油機器 
技術管理±)など）のいる販売店にご相談ください。 

部品交換は コロナ純正部品 とご指定ください。 


参しんの交換は、お寶い求めの販売店または、お近くのコ□ナお客樣ごホ目談お 
□への颗されることをおすすめします。 

♦しんは必す検査(こさ宿または飯紐された r 〕 ロナ純正しん SX - B 27 WYJ (ち 
のマーク巧）をご使用ください。器具に適含しないしんや、粗悪なしんを使 
用しますと、性能を十分発揮できないばかりでなく乂がや中養の原因になります。 

•しんの交換ち巧は、替しんに同こんの「5油燃焼機器用しん取扱觀明酱 J にしたびってください。 



または 



燃焼筒の交換 


燃焼筒のガラスび割れたときは、お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ごホ目談窓□にご相談ください。 
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仕様 


型式の呼び 

RX -29 W (空巧 型式 RX - D 27 W ) • \ 

m 類 

’ しん式 • 放射お 

点 乂ち式 

. 霉池点乂 

使用燃料 

’ . な油 .（ JISI 号な油） 

燃料消诞 a 

0.279 L/h 1 

暖房出力 

2.87 kW 

巧タンク 容湿 

5.0 L 

燃焼•無続時間 

約 18.0 時間 

係舉適室 

木 造13.0が （8 置)まで 

コンクリート16.5が(10曇)まで 

がお寸法 

高さ 467 mm 幅6 18 mm 奥巧 324 mni 
(置台を含む） 

行巧 OB 

質 K 

9.1 kg 

しん 

種 類 

普通筒しん 

呼び寸法 

巧径75圆唇さ 2.8 圆 

安を装湿 

が麗白動消乂装置 

L その他の装歷 

給油時 S 動消乂装霞 



アフターサービス 


保証について 


参このコ□ナ扫油ストーブには保証書びついでいます。 

「お買いあげ曰•販売店名」などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受けとりになり、大切に保管しでくださし、- 
•保証期間はお買いあげいただいた曰から1年間です。 

•次のよラな原因による故障および事故につきましでは、保証の巧象になりませんのでミ主意しでください。 

•変質な油や不純な油など、また夕了油切外の燃斜使用による故障や事故。 

♦ 誤った使巧ちまによる故障や事故。 


修理を依頼されるとさ 


•本書の「故障•異常の見分け方と処置ち法」12ぺージ）の頂にしたびって調べでち良くならないときは、 
お買い求めの販売店または、おおくのコロナお客様ごす目談窓□にご連絡ください。 

•ご連絡いただきたい巧客は次の通りです。 

•型すの呼び I 保証畫をごらんください。 

♦お買いあげ曰 

♦故障が巧（でさるだけ具体的にご連絡ください。） 

• ご住所.ご巧名.お電話塞号 

•修理に際しでは、保証書をご提示ください。 

保証期間中であれば保証書の規定にしたびって無料修理させでいただきます。 

•ご不明な点や修理に関するごホ目談は、お買い求めの販売店かお近くのコ□ナお客様ご相談窓□にお問い合わせく 
一ださぃ。_ 

■保証期間が過ぎているとをは 

•お强 い 求めの販売店にごホ目駭ください。修理によっで使用できる製品についではお客様のご要望により育料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

参 5油ス I -- ブの補修用な能部玩（機能を維持するために必要な部扉）の保育期間は製造巧ちのり後6巧です。 

■修理に出されるとさは 

•输送時や運縱時に給油タンク.固定タンクのにな油が残ったままですと、傾きや振動で灯油びこぽれることがありますので、 
必す巧き取つでください。 
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r お客様ご相談窓口一覧表 1 

修理サービスや製品についでのごホ目談は機種名をご確認の上、お買いあげの 
販売店または下記のごホ目談窓□にご依頼ください。 - 

ご輯居やご贈答品などでお困りの場含は、下記のお近くの窓□にご相談ください。 * 

名称、所在地、電話塞号は、変更する場合びありますのでご3承ください。 
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